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録音機器の不調により会議途中から録音ができなかったため、一部を概要のみの記録と

しています。 

 

令和元年８月鳥取県定例教育委員会 

 

   開催日時 令和元年８月８日（木） 

午前１０時～午後０時 

 

１ 開会 

○山本教育長 

 ただいまから令和元年８月定例教育委員会を開会します。よろしくお願いします。 

 

２ 日程説明 

○山本教育長 

 それでは最初に、教育総務課長から本日の日程説明をお願いします。 

 

○片山教育総務課長 

本日は、議案３件、報告事項１２件の合計１５件です。ご審議よろしくお願いします。 

 

３ 一般報告 

○山本教育長 

 それでは、私から一般報告をいたします。夏休みに入りまして、事務局の中も多少落ち

着いた雰囲気の中で各種研修会等々、行っているところです。委員の皆様方にもご参加い

ただきました九州地方での全国高等学校総合体育大会、あるいは高等学校総合文化祭等を

含め、各種大会など、県内でも開催されているところですが、インターハイでは、倉吉総

合産業高校の選手が見事自転車ロードで優勝するといったことでありますとか、あるいは、

ハンガリーで行われた国際生物学オリンピックで鳥取西高の生徒が金メダルを受賞するな

ど活躍が見られているところです。 

 また、働き方改革を進める中で、これからお盆に入りますが、多くの県立学校でお盆の

期間中を対外業務停止日という言い方をしますが、広くは学校閉庁日といういい方で行っ

ております、そうした日を設けて、電話対応や部活動・補習なども一切止めて、基本的に

は学校を休みにするといったことで、教員方も休暇を取りやすくなるような取組も始めて

いるところです。 

 ７月１８日には、いじめ問題対策連絡協議会を開催しております。大津の事件を契機に

法律が制定され、それに基づいて関係機関との連絡協議会ということで設置しております。

詳細は後ほど報告させていただきたいと思いますが、いじめの小さな芽を見逃さず早期に

発見して、組織的に対応するということを中心施策においているわけでございますが、そ

うした中で重大事態にならないように努めていくということです。そうした取組の中で近

年些細なことも見逃がさないということが、学校現場にも大分定着してきているなという

ことが、今回認知件数がアップしているということで、そうしたところが見て取れるわけ
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ですが、昨年度この会で意見が出ておりました他県等の事案を教訓として、それにしっか

り学んでいこうということで、対応マニュアルを作っていこうじゃないかという発案がな

され、それについて中身を議論したところです。もう大方できあがっておりまして、これ

を今後、研修会等で活用していくということになろうかと思います。  

 ７月２３日には、鳥取看護大学・鳥取短期大学との協定締結及び意見交換会を開催して

おります。この両機関ともかねて連携を取っておりますが、この度、正式に協定を締結し

て取り組んでいこうということで、例えば、鳥取看護大学が進めておられる「まちの保健

室」という今、学校にある保健室に生徒たちが相談にいったり、ちょっと調子が悪くなっ

たら訪れるというものをまちの中につくっていこうという取組ですが、そうしたところに

実際の看護師の方等が血圧を計ったりされ、その待ち時間等に話し相手になったりという

ところで、高校生のボランティアの活躍の場面があるのではないかといったことで、そう

いった取組への参加促進や、鳥取短期大学で出前授業の色々なメニューをつくっておられ

ますが、なかなか利用が伸びないということで、高校での積極的な活用などが提案されて

おります。県教委側からは、県立美術館の整備促進に向けて、この両高等教育機関の学生

の参加などについても、取組ができるのではないかということを提案させていただいてお

ります。こうしたことなど相互の機能を活用して実践的な連携協力を行うこととしたとこ

ろです。   

 ７月３０日に中央教育審議会生涯学習分科会、昨年の１０月から、これは島根県の前教

育長がこの中央教育審議会の分科会の臨時委員を務めておられて、辞められたその後を実

は私に白羽の矢が立ちまして、昨年１０月からこちらの臨時委員を務めておりますが、こ

れまで報告等していなかったのですが、実は議会等と開催日が重なったりして、今回初め

て参加したということで報告させていただきます。分科会としては昨年大きな答申を出し

ておりまして、実は社会教育施設、これまで教育委員会が所管してきていたものについて

様々な状況の中で、首長部局も所管できるようにするという法律改正がありましたが、そ

の元となる方針を昨年出しておりまして、そうした大きなものが出された後なので、今現

在は特に何かをしないといけないということではなかったんですが、今議論を始めている

のは、社会教育の今後の在り方についてどのような役割を果していけるだろうか、そうし

たことについて幅広く議論したところです。先般は、ふるさとキャリア教育に鳥取県が取

り組んでいる中で、中学生と大学生と地元の人とをマッチングして話をすることで、地元

のことを知ったり人のことを知ったりというような新たな取組を始めていますということ

をご紹介したところです。 

 ８月３日に「未来とりっこわくわく大作戦啓発フォーラム」を開催しております。本年

度からスタートしている「教育振興基本計画」、この基本となっている理念について、分

かりやすく県民の方にご紹介しようということで、鳥の劇場の方々に大変お世話になりま

した。他にも、ＰＴＡ協議会等とも、連携しながら開催したところです。当日は倉吉市の

お祭りの日と重なっていましたが、非常に暑い中、３００名近い親子の方にご参加いただ

き、そういう意味ではいいキックオフの取組となったのではないかと思っております。こ

れについて詳細を後ほど報告させていただきたいと思います。 

 また、７月３１日の夕刻から８月１日にかけて、「全国学力学習状況調査」の結果が公

表されたところです。基本的には平均という、まあ、英語は少し悪かったというところで
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すが、ここ数年は右下がりの傾向が続いておりまして、学力向上の取組を再構築している

真っ最中ですが、残念ながらＶ字回復ということにはほど遠く、何とか踏み留まっている

状況です。引き続き、危機感を持って対応すべきと考えておりまして、こうしたことにつ

いて市町村あるいは学校現場と、しっかりと危機感を共有しながら、効果の上がっている

取組など、新たに始めた取組の中で、そうした効果が上がっているものもありますので、

そうしたことを通じて改善を図っていく必要があると考えており、このことについても後

ほど現在の分析状況も含めてご報告させていただきたいと思います。私からは、以上です。 

 

 

４ 議事 

○山本教育長 

 続いて、議事に入ります。本日の議事録署名委員は、若原委員と佐伯委員にお願いしま 

す。 

 

○山本教育長 

 まず、森田次長から、議案の概要説明をお願いします。 

 

○森田次長 

   議案第１号「鳥取県県立高等学校の単位制による全日制、定時制及び通信制の課程の運

営の特例に関する規則の一部改正について」ですが、具体的には県立八頭高等学校におい

て新たに単位制による運営を導入するための関係規則を改正するものです。 

   議案第２号「令和２年度鳥取県立高等学校募集生徒数について」は、令和２年度の県立

高等学校の募集定員数について決定するものです。 

   議案第３号「鳥取県立学校管理規則の一部改正について」は、県立高校で学科の募集停

止、学級数の減等に伴う収容定員を改める改正を行うものです。 

 

○山本教育長 

 それでは、議案第１号について、担当課長から説明してください。 

 

【議案第１号】鳥取県県立高等学校の単位制による全日制、定時制及び通信制の課程の運

営の特例に関する規則の一部改正について（公開） 

○酒井高等学校課長 

 八頭高校においては、令和２年度に一学級減及びコース制の廃止の導入を決めていると

ころですが、この改正に併せて単位制を導入することで、生徒の進路に応じた多様な授業

選択を可能にし、進学実績の向上など、学校の魅力化を進めていきたいと考えているとこ

ろです。改正前は青谷高校、その下に八頭高校の全日制普通学科普通科ということで、単

位制の高校が一つ増えることになります。以上です。 

 

○山本教育長 

 ただいまの説明について、委員方から質疑、ご意見ございましたらお願いします。 
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（特になし）原案について、特に異論はないようですので、議案第１号は原案のとおり決

定したいと思います。 

 

 

【議案第２号】令和２年度鳥取県立高等学校募集生徒数について（公開） 

○酒井高等学校課長 

 八頭高校２８０名だったところが、一学級減で２４０名。智頭農林高校と倉吉農業高校、

この二つが学級定員を減ずるということで、智頭農林が８０名から６８名、倉吉農業高校

は各学科ごとに３８名から３４名ということになります。全日制課程の募集生徒数は３，

９２２名ということで、昨年度の３，９８６名から６４人減ということになります。定時

制、通信制は変更ございません。 

 

○山本教育長 

 この件は、昨年度オープンにして、議会等でもご議論いただいたものをとりまとめて提

案したものです。議案第２号、いかがでしょうか。（特になし）それでは、議案第２号も

原案のとおり議決したいと思います。 

 

 

【議案第３号】鳥取県立学校管理規則の一部改正について（公開） 

○國岡教育人材開発課長 

 まず今、議案第２号で議決された募集生徒数の変更に伴い、改正の概要のところに（１）

から（５）までありますが、今の募集定員減に伴って、（２）（３）（４）、八頭高、智頭農

林、倉吉農業の収容定員を改めるものです。また、（１）鳥取工業については、昨年度、

理数工学科を募集停止としたことにより、来年度には学科がなくなりますので、その分を

削除するものです。（５）は今年度に普通学科を八学級であったものを一学級減としたこ

とにより収容定員を改めたものです。 

 

○山本教育長 

 新たにスタートするものと、これまでのものが学年進行しているものとの両方が入って

います。議案３号、いかがですか。（特になし）それでは議案第３号についても、原案の

とおり議決したいと思います。 

 

 

５ 報告事項 

○山本教育長 

 続いて報告事項に移ります。始めに事務局から順次、説明し、その後、各委員から質疑

をお願いします。まず、報告事項ア～クについて、説明してください。 

 

【報告事項ア】未来とりっこわくわく大作戦啓発フォーラムの開催結果について 

○小谷教育総務課参事 
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 教育長の一般報告にもありましたが、県ＰＴＡ協議会との共催で、８月３日、倉吉未来

中心でフォーラムを開催しました。５００人近くの方が集まりました。「教育振興基本計

画」の基本理念を支える「４つの力と姿勢」を分かりやすく伝えるため、「とりっこ」を

合言葉にキャッチフレーズを作り、「未来とりっこわくわく大作戦」として啓発フォーラ

ムを開催しました。 

 キャッチフレーズを倉吉市の小中学生の子どもたちに、開会行事で、その場で発表して

もらい、会場みんなで、未来とりっこわくわく大作戦のスタート宣言をしました。「とり

っこ」についてですけども、各子どもたちが、 

  「と」とどけよう まわりの人への思いやり やさしいことば 

  「り」リードしよう ふるさととっとり 世界の未来 

  「つ」つづけよう 毎日のめあて 心とからだの健康づくり 

  「こ」こうどうしよう 小さな目標達成から 将来の夢の実現へ 

とそれぞれが発表して、会場でスタート宣言をしました。開会行事については、子どもた

ちの力を借りながら、会場全体で盛り上げました。 

 その後、鳥の劇場のご協力により公演を行いました。今回は、ただ演劇を見て感動する

だけでなく、物語の仕組みといいますか、演出の在り方を会場の皆で考える公演でした。

具体的には、「がまくんとかえるくん」のところで、音楽のパターンを三つ聞いてもらい、

会場の皆で「この音楽だったら、どういう劇になるかな。どういう物語になるかな」と演

出効果を一緒に考えながらやっていくというものです。 

 「アナンシと５」は、会場みんなで「５」という言葉を発しながら輪になって、会場み

んなで盛り上がっていくというもので、皆さん立ち見で、会場に入り切らないぐらいでし

た。 

 感想としましては、子どもたちからは、「本物を見て、迫力がすごかった。」という意見

がありましたし、保護者の方からは、「劇という表現の世界の面白さを知ることができた」

や、「みんなが参加する体験でとてもよかった」ということでした。資料には記載してい

ませんが、幼稚園の子どもを持つ保護者からは、「子どもがすごく演劇に興味を持った」

というものもありました。親子で参加することが狙いでした。 

 本番の作戦ですが、作戦その１「親子で電子メディア利用のルールをつくろう」という

フォーラムを設けております。前半は講演会で、真面目な話をした後に、後半はワークシ

ョップということで、親子で参加しているので、親子でルールをそれぞれ考えて、親子間

で話し合いながらルールづくりをしました。感想としては、「スマホやゲームの使い方、

ネットについて詳しく知れてよかった」と小学生からの感想や、保護者の方からは、

「色々な研修に参加してメディアのことはたくさん知ったように思っていたが、話を聞い

て新たに知ったこともありよかった」といったご感想がありました。 

 作戦その２「親子でいっしょに演劇をつくってみよう」は、絵本をモチーフにして、

「とりっこ」をテーマに四つのグループに別れて劇づくりを行いました。物語のストーリ

ーを考えながら役になりきり、相手に伝わるように表現することの楽しさを学びました。

小学生の感想としては、「劇をつくれて楽しかった。またやりたい。」保護者の方の感想は、

「演劇づくりでは久しぶりに声が出せて楽しかった。子どもと一緒に親も楽しめた。」で

した。 
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 作戦その３「「眠りのメカニズム」や「食」の大切さを学ぼう」は、これは保護者対象

だったのですが、大切な眠りにスマホやタブレット等のブルーライトが、色々な悪影響を

及ぼしていると聞きました。生活習慣を整えることによって、色々なよい効果があること

について講演していただきました。感想としては、「子どもたちの成長に関わる大切なこ

とが聞けました。大人から努力したいです。」とのことでした。 

 作戦その４「いっしょに体を動かして親子のかかわりを考えよう」は、子どもの「集中

力」「忍耐力」「あきらめない力」などを養うための体感プログラムで、親子で楽しみなが

ら笑顔が一杯溢れるるようなプログラムを経験しました。その後に親だけで標語づくりを

し、保護者同士のつながりや家庭教育の大切さを学びました。感想として一番多かったの

が、「我が子の笑顔がたくさん見られた」「親子のふれあいは今だからこそ、たくさんする

ことの大切さを再確認した」「子どもと一緒に過ごす時間の大切さを知った」というもの

でした。そのほかにも、環境大学の英語村による英語を使った遊び、中部のモノづくり道

場によるペットボトルを使った発電装置づくり、おもちゃづくりなど様々なコーナーを設

けて実施しました。 

 閉会行事として、作戦その２で作り上げた演劇を披露しました。そして、鳥取県ＰＴＡ

協議会会長に閉会あいさつを行っていただきました。 

 全体の感想としては、「親子、会場のすべてとつながった企画がすばらしいと思った」

や「今回のフォーラムは必要不可欠なものなので、ぜひ、東部・西部でも継続してくださ

い」というご意見がありました。また、舞台で発表した保護者の方からは「発表者で子ど

もを参加させてもらい、よい経験ができ、少し何か成長できたかな」という感想をいただ

きました。 

 今後の取組として、様々な取組を仕掛けたスタンプラリーを考えております。スタンプ

ラリーの葉書大のカードに「とりつこ」それぞれのキーワードを基に、図書館、博物館等

で「とりっこ」に関連したイベントに参加したりすると、スタンプやシールを収集でき、

集めて応募した子どもにプレゼントをということを考えております。引き続き大作戦の展

開を続けていきたいと思います。 

 

 

【報告事項イ】鳥取看護大学・鳥取短期大学と鳥取県教育委員会との連携協定締結式及び

意見交換会の概要について 

○小谷教育総務課参事 

７月２３日に鳥取看護大学で開催しました。協定の内容としては、高大連携による魅力

ある教育活動の推進に関すること、教職員の資質能力の向上に関すること、学生・生徒・

児童等の教育支援及び社会貢献活動に関すること、学校教育及び社会教育に関する諸課題

の対応に関すること、その他の学校教育の取組に関することが盛り込まれた協定書による

協定締結を結んだところです。 

 協定式が終わった後に、両大学と教育委員会との意見交換会を設けました。先ほど教育

長の一般報告でもありましたが、「まちの保健室」の連携についてということで今、鳥取

看護大学は月一回で「まちの保健室」を開催しておられまして、学生が地域の方々を呼び

込み、血圧を計ったり、「体の状態はどうですか」といったお話をする。それによって、
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地域の方たちは体も心も癒されるというかたちの取組をしておられます。そこに高校生が

参加して、地域の方と触れ合うによって、地元地域のことを知ることにもなりますし、

「社会の中で何か役立ちたい」という意識付けにもなります。 

 主な意見として、大学からは、「「まちの保健室」に高校生がスタッフとして参加するこ

とにより、自主性や責任感を養いながら、コミュニケーション力を身に付けるとともに、

地域を知り、社会の中で役に立つというキャリア形成にもつながるだろう。」、「地域にお

いて、支援者の中で役立つキャリア形成ができるのではないか」というご意見が出ました。

県教委からも、「地域の方の色々な困り感が聞けて、高校生の段階から地域の課題を学ぶ

ことができ、また、自分の生き方を見つけるヒントになるのではないか」という話をしま

した。看護師志望だけでなく、地域の課題を知るという意味では、学校種にこだわること

なく、すべての高校生が参加することによって、得るものが大きいと考えます。 

もう一つのテーマとして、「県立博物館、県立美術館との連携」ということで、県立博

物館が実施している、美術のワークショップや出前授業に学生が参加することで、開館前

から、美術館のできる地域の大学と関わっていけるのではないかという提案をさせていた

だきました。大学からも、ワークショップへの参加であったり、対話型鑑賞についてはす

ぐにでも協力できるのではないかとのことでした。また、中長期的なところでは、授業で

の位置付けのようなところも考えてみたいとの意見がございました。美術ということもあ

って、住居・デザイン専攻に関わらず、幼児教育など他学部も含めて、色々なかたちで関

わっていけたらというご意見もいただきました。県教委からも、未来を創る美術館をコン

セプトにしているので、学生が鳥取県の活性化を含めて議論し、色々なことを提案しても

らったらありがたいということをお話しました。また、県民の方が自発的に美術館と関わ

っていける仕組をつくっていきたいということもお話しました。 

 その他としては、両大学が実施されている出前授業のワークショップ的なものの中に、

災害時に地域の一員として行動できる力を育成するための自治会長ゲームというものがご

ざいまして、これは災害を想定してコミュニケーション能力を高めたりするのに重要では

ないかということで提案いただきました。それ以外にも、イングリッシュカフェというも

のを行っておられまして、これは出張なのですけども、小学生が対象となると思いますが、

小学校で英語が教科化されることもありまして、本物の英語に触れるとてもいい機会にな

るのではないかということで、こちらも調整できたらと思っているところです。 

 連携協定後の具体的な動きとして、８月９日に県立博物館のワークショップに鳥取看護

大学、鳥取短期大学の学生７名と教員４名が一緒に関わっていただくことになっておりま

す。また、８月２１日には、鳥取看護大学が実施している「まちの保健室」に、ひとまず

参加者として中部の高校生が３名参加する予定です。引き続き連携を深めていけたらと思

っております。 

 

 

【報告事項ウ】山陰教師サポート連携協議会（Ｓ×Ｔ協議会）の設立について 

○小林参事監兼教育センター所長 

 この会は今後の話でございまして、会の報告ではなく、設立の主旨等について皆さんに

も知っておいていただきたいという思いで今回、報告事項として挙げたものです。イメー
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ジというか、構想につきましては資料に示したとおりで、実はこれまでの流れの中で、平

成２９年度に「現場の教職員の育成をどうするか」ということで協議会を立ち上げました。 

そしてその中で育成指標というものを作って、昨年度、教育センターの研修等を中心に、

その指標を基にした研修を行って参りました。今回の会の趣旨は、日常の特に若い教員方

を中心に、教員をどうサポートしていくのかという必要性をすごく感じておりまして、そ

れを島根大学との連携というベースの中で、例えば、採用者における新卒教員が、どんど

ん小学校等で増えていく中で、育成を担っている島根大学は卒業したら終わりではなく、

実際現場でどうなのだろうかということも含めて、教育センターが初任者研修を担当して

おりますので、一緒になって現場の初任者等若い教員方の支援をしていこうという思いか

ら、今回「Ｓ×Ｔ（エスバイティー）協議会」という会を立ち上げて、実務者レベルで現

場支援をやっていきたいといったことです。 

 なぜ「Ｓ×Ｔ協議会」なのかですが、ちょっと掛詞的にしておりまして、島根と鳥取と

いう意味もありますし、Student と Teacher という意味もありますし、もう一つは Support

と Together ということで、支援、連携という意味の言葉もこの中に盛り込み、「Ｓ×Ｔ協

議会」という名前を付けております。 

 実際には、８月２７日に第一回のキックオフの会をしたいと思っておりまして、これは

完全に実務者レベルという前提で、島根大学教師教育研究センターのセンター長と、鳥取

県教育センターの所長である私が、一番前面に立って、今後具体的な連携について協議し

ていくという予定でおります。そうは言っても、センターだけで現場の教員の資質の向上

行っているわけではありませんし、子どもたちの学力向上の話もありますので、県教育委

員会内の関係各課にも声をかけて、各課が行っているところもこの中に出していきながら、

島根大学と一緒になって何ができるかという部分を実務的に進めていきたいと思っており

ます。また、第一回の会が終わりましたら、実際こんなことが課題だ、こんな課題意識を

持ったんだということも、ご報告したいと思っております。 

 

【報告事項エ】平成３１年度（令和元年度）全国学力・学習状況調査結果について 

○中田参事監兼小中学校課長 

 まず、本年度のテストですが、知識に関するＡ問題、それから活用に関するＢ問題とい

うのが一体となったもので実施されました。また、中学校英語は今回初めての実施です。

結果については、国語、算数・数学は小中とも全国平均と大きな差は見られませんでした

が、中学校英語については、全国平均を下回りました。成果としては、小学校算数は昨年

度課題があるということで取組を進めてきたのですが、その成果が見えてきたということ

を感じています。活用問題集や単元到達度評価問題の活用等々によって、算数の学力向上

にある程度の成果が見られたのではないかなと思います。また、学校訪問等も実施してま

いりました。各学校での授業改善が進みつつあると感じております。中学校英語について

も、生徒のアンケートの結果から見ますと、各活動のこと、それから問答したり意見を述

べ合ったりする活動の下、学校で一生懸命行われていると答えている割合が大きくて、い

ま言語活動を大切にしながら進めていく学習の進め方は、定着してきているのではないか

と思います。 

 また、質問紙では、「自分にはよいところがある」と肯定的な回答をしている割合が全
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国平均を上回っており、自己肯定感の辺りでは醸成が進んでいると感じております。 

 課題として、国語が全国よりかなり上位で推移していましたが、今年は平均のところま

で落ち込んできているということで、かなりの危機感を持って取組んでいきたいと思いま

す。問題の内容等によって、分析しながら、「こういう部分ではこういう弱さがあるな」

ということは、これから分析を進めていきたいと思っているところですが、全体的には算

数もそうでしたが、国語についても、毎日の授業改善が一番大事になってくるのかなと思

います。 

 また、英語については、色々な難しい問題もあったりしたというのもありますし、それ

からなんといっても、読んだり聞いたりした後に最後書かせるような場面があったりしま

して、そういうところで苦戦していたのかなということを感じています。 

 

録音機器のトラブルにより、以降の音声が録音できていないため、以降は概要のみの記

載とします。 

  

報告事項オ 令和２年度鳥取県立高等学校推薦入学者選抜募集人員及び県外生徒募集実

施校等について 

○高等学校課長から資料により説明。 

 

報告事項カ 第３０回国際生物学オリンピックハンガリー大会における銀メダル受賞に

ついて 

○高等学校課長から資料により説明。 

 

報告事項キ 令和元年度鳥取県いじめ問題対策連絡協議会について 

 

○いじめ・不登校総合対策センター長から資料により説明。 

 

報告事項ク アメリカ図書館協会（ＡＬＡ）での県立図書館の事例発表について 

○鳥取県立図書館長から資料により説明。 

 

○山本教育長 

 それでは、報告事項アからクについて、委員方からご質問をお願いする。 

 

報告事項ア（未来とりっこわくわく大作戦） 

〇中島委員 

 娯楽の一つとして、スタンプラリーに参加してもらえるような仕組みを作ってほしい。 

〇佐伯委員 

 参加者の居住地区なども把握して、次に向けた取組みにつなげてほしい。 

〇小谷教育総務課参事 

 当初予算に向けて考えていきたい。 

〇鱸委員 
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 ここに来る方は意識レベルが高い方々だ。来られない方をどうしていくか、次回に向け

て策があるか。 

〇小谷教育総務課参事 

 ＰＴＡに声かけをして動員して行っていくとよい。 

〇鱸委員 

 この成果を東部や西部の方にどう伝えるか課題。 

〇中島委員 

 未来とりっこの専用ウェブサイトを作ることができないか。皆が見られるサイトを作っ

てみてはどうか。 

〇小谷教育総務課参事 

 ウェブサイトの工夫を考えてみたい。 

〇鱸委員 

 こういうフォーラムをするのにお金はいくらくらいかかるのか。 

〇小谷教育総務課参事 

 全体で２００万円程度かかる。 

 

報告事項イ（鳥取看護大学、鳥取短期大学との連携協定） 

〇中島委員 

 今後が楽しみ。 

〇山本教育長 

 動きが見えるようにしたい。 

〇中島委員 

 鳥取看護大学と鳥取短期大学の学生数はどのくらいか。 

〇足羽教育次長 

 鳥取看護大学が８０人×４学年の３２０人、鳥取短期大学の定員が３００人。 

〇佐伯委員 

 イングリッシュカフェなど、英語に触れあう機会として活用してはどうか。 

〇中島委員  

プラットフォーム５とは何か。 

〇小谷教育総務課参事 

県内４大学と米子高専の５校を指す。 

  

 

報告事項ウ（山陰教師サポート連携協議会） 

〇中島委員 

 鳥取大学はここに参加できないか。カウンターパートとしてもう少し広がりがあるとよ

い。 

〇小林参事監兼教育センター所長 

 鳥取大学とはこの会ではなく、教育センターとつながりながらやっていくことを検討中。

島根大学が山陰両県の教員養成を担っている。 
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〇若原委員 

 島根大学には、教職大学院はあるのか。 

〇小林参事監兼教育センター所長 

 ある。 

 

報告事項エ（全国学力・学習状況調査） 

〇佐伯委員 

 英語は地域性があるか。 

〇中田参事監兼小中学校課長 

 ある。 

〇中島委員 

 差が出るのは教え方の問題なのか。 

〇中田参事監兼小中学校課長 

 指導力の問題もあるとは思う。 

 

報告事項オ（推薦入試、県外募集） 

（特になし） 

 

報告事項カ（国際生物学オリンピック） 

（特になし） 

 

報告事項キ（いじめ問題対策協議会） 

〇中島委員 

 初期の電話対応で失敗した事例はあるか。 

○三橋いじめ・不登校総合対策センター長 

 マニュアルに失敗事例と留意点を示している。 

 

報告事項ク（アメリカ図書館協議会） 

（特になし） 

 

○山本教育長 

 残りの報告事項については、時間の都合により説明を省略します。以上で、報告事項を

終わります。次回は９月１１日（水）午前１０時から定例教育委員会を開催したいと思い

ますが、いかがでしょうか。（同意の声）以上で、本日の日程を終了します。 

 


